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油脂の二次元円状結晶のマイクロビーム微細構造解析

Micro analysis of the fine structure of spherulite 

of fats using microbeam X-ray diffraction  
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 油脂の構成分子であるトリアシルグリセロール(TAG)は単成分や多成分系に

おいて球晶を形成しやすく、そのため多成分油脂より有用成分を取り出す分

別（分画）やマーガリンなどの食用固体油脂の劣化時に現れる粗大結晶など

が例として挙げられる。この油脂における球晶の結晶化プロセスを探ることは

粗大結晶などの発生メカニズムを解明するうえで極めて重要である。そこで単

成分および多成分油脂のモデル油脂について顕微鏡観察下の薄膜状の同心

円状の結晶（直径 100 マイクロメートル～数ミリメートル）を作成し、スキャンニ

ング法によるマイクロビームＸ線回折により局所構造を調べることを試みた。

試料には、トリラウリン（ＬＬＬ）1)、パームオレイン、ＰＯＰとＯＰＯの二成分系 2)を

用いた。詳細は当日報告するが、どの試料についても以下のことが明らかと

なった。 

「ＴＡＧの結晶化においては、一般にラメラ構造を形成するが、二次元円

状結晶では中心にラメラ構造がランダムに配向し、その周囲では中心よ

り周囲に向けて動径方向にラメラ面が発散するように結晶化する。」 

すなわち、ＴＡＧ分子は棒状であるが、分子の長軸を重ねるように結

晶成長していくことが明らかとなった。 
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